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(lMAIC13 ･ 6H20溶液, 0.01M HCl溶液にて調整)
胃ゾンデによる経口投与
採血ポイント　投与前および投与後30分, 60分, 120分, 24時間























(1M NaF溶液, 0.01M HCl溶液にて調整)
投与方法　　　胃ゾンデによる経口投与


































































おいて,A1 1.56群とju l群は溶液中に構成される錐体の主成分がAIFa'(図1 ,Bライン, Cラ

















































720ppb, 343ppb, 118ppbであった(図2) ｡また,仝フッ素濃度の平均値は,フッ素単独
















み合わせで有意差がみられた(Al0群vs.Al0.35群, A10群vs. ju l群, A1 0群vs. Al 1.56群で
p<0.001,AIO.35群vs.Al1群でp<0.05, AIO.35群vs.jut.56群でp<0.01) ｡またこのとき
の,各群の血清中アルミニウム濃度は,投与したアルミニウム量の少ない群から順に,ブラ




































































































(Al 嫡??Al 嫡??F 嫡b?F 嫡b?
0群) ??Xﾅ??群) ?經hﾅ??群) ??Hﾅ??.95群) ?繆ﾅ??
[F]T (mmo1此g) ?纉R?.95 ?纉R?.95 ??.14 ?纉R?.7 
[ju]T (mmol此g) ??.35 ???.56 ???.0 ???.0 
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